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「地域があって 子どもがいて 学校がある」を具現化する

～坂本小収穫祭をとおして～
校 長 山下 多門

１１月２９日（日）に『第４回坂本小学校収穫祭』を行いました。

４回目を迎え，これまで最多の総勢百名を越える収穫祭になりまし

た。まず，諸準備等にご協力いただいた保護者の皆様，婦人会をはじ

めとする地域の皆様に心より感謝を申し上げます。また，町グラウン

ドゴルフの愛好会の皆様をはじめ，祖父母の皆様など，ご参加いただ

いた皆様方にもお礼を申し上げます。ありがとうございました。

さて，「子どもは地域の宝です」，「地域で子どもを育てましょう」と言われてから，

久しくなります。本校でも，Ｇ授業や豊かな体験活動の充実，学校行事等に地域の皆様

にお力添えをいただいています。以下の取組がそれらに当たります。

○ 荒踊継承教室 ○ 読み聞かせ ○ 運動会 ○ 収穫祭

○ 農業に関する見学や体験活動のサポート ○ 地域のよさを体験する活動

おじょうずですね！すごいです！

これらのご協力やご支援に心から感謝

し，その気持ちをしっかり伝えようと企画

【よろしくお願いします】・実践しているのが「坂本小収穫祭」です。【おばあちゃん，頑張って！】

本年度はこれまで別日に行っていた「ふれあい教室」（交流活動）をこの日に設定しま

した。年齢，男女に関係なく取り組める「グラウンドゴルフ」をとおして地域のおじい

ちゃん，おばあちゃん方とふれあいたいと担当の先生が企画・実践してくれました。地

域のおじいちゃん，おばあちゃん方にお声をかけたところ，最年長は９５歳，また９４

歳のおばあちゃんをはじめ１０名を越す皆さんが駆けつけてくださいました。「私は申

込みをしていないけど，お役に立てば参加

させてほしい。」という方もいらっしゃい

ました。子どもたちは簡単だという気持ち

で臨みますが，ところが意外と難しい。そ

の点おじいちゃん，おばあちゃんのスティ

【ようくねらって！】ックさばきはお見事でした。 【その調子，その調子】



「子どもたちと触れ合って，とっても元気をもらいました」「子どもたちも上手でした

よ」と楽しんでいただきました。子どもたちは「どうしてあんなに上手に打てるのかな」

と大変驚いていました。「またやってみたいなあ」とだいぶはまってしまいそうな子ど

もたちもいました。終了後，昼食の振る舞いや体験活動の発表会にも参加してくださり

さらにふれあいを深めてくださいました。本当にありがとうございました。

だいぶ慣れてきました！

収穫祭も４回目を迎えると準備もよりスムーズ

に流れていきました。（もちろんその陰には，婦人会や保護者の

皆さんのご協力があってのことです！）５，６年生の包丁さばき

【そうそう次は……】も年々上手になり，食材を切りながらも，次の手順を確かめ合う

やりとりも聞かれました。豚汁にしたり，漬け物にしたりで食材の形，大きさに応じて

切り方まで工夫が随所に見られました。きっとおうちでも，自慢の腕をふるっている子

どもたちではないでしょうか。とてもおいしく温まる豚汁，「ついもう１つ」と手が伸

びるおにぎりができあがりました。食欲も旺盛な子どもたちでした。

声と力を合わせて！

もちつきも，「待ってました！」と言わんばか

りに，杵を手に取る子どもたちでした。今年のテーマはどんなか

け声で，リズムよくついていくかであり，各学年でいろいろなや

りとりが見られました。なかなか見応えのあるもちつきでした。 【リズミカルに，はいっ！】

おいしいなあ！あったまるなあ！お代わり！

昨年度よりもより多くの皆さんが会食（振る舞い）に参加し

てくださいました。心を込めたおにぎり，きなこ餅，あんこ餅，

豚汁（生姜入りが特に人気）白菜の漬け物（キムチ味が特に人

【とってもおいしいよ！】気），梅干し，お茶などを振る舞いました。「とってもおいしく

できたね」「どうやって作ったの？」「おいしくするコツは何？」「野菜を作るのにはど

んな苦労があったの？」など，子どもたちとの会話が弾みました。

坂本小から発信！豊かな体験活動！Ｇ授業！

会食後は本年度に取り組んだ農業体験活

動や４つの小学校が集まり取り組んでいる

Ｇ授業についての発表会を各学年ごとに行

いました。特に地域の皆さんに学校での取【１年生お芋の収穫】

組はもちろん，Ｇ授業の取組の一端を発表し，五ヶ瀬教育ビジョンへの理解を少しでも

深めていただけるようにしました。自分の「ふるさと五ヶ瀬」をよく語っていました。

これからも坂本小の伝統的な行事として，さらに充実していけるよう努力をして参り

ます。来年もより多くの地域の皆さんにおいでいただけると幸いです。




